
⽇経・東証ＩＲフェア2026｜ミニセミナー

234年の歴史を、
次の成⻑へ!

株式会社ライオン事務器 東証スタンダード市場 証券コード︓423A
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15分でわかる ライオン事務器

今⽇、お伝えしたい3つのポイント

234年

1792年創業
変化を続ける⽼舗企業

370億円

2025年9⽉期 連結売上⾼
オフィスを⽀える総合⼒

40％

配当性向 を⽬指す
今期は15円予定

「⻑い歴史」だけではなく、「成⻑」と「還元」の現在地をご紹介します。
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歴史・会社概要

234年

1792年創業
変化を続ける⽼舗企業
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会社概要

会社名 株式会社ライオン事務器

代表者 代表取締役社⻑ 髙橋 俊泰
代表取締役副社⻑ 清野 宏

創業/設⽴ 1792年（寛政4年）/1921年

資本⾦ 30億100万円（2026年6⽉30⽇現在）

本社所在地 東京都中野区東中野2丁⽬6番11号

従業員数 連結487名（2025年9⽉30⽇現在）

企業理念

社是 わが社は、常に新しい事務機器・事務システムを提供し、
事務の合理化と能率向上に資し、企業の繁栄と社会の
福祉に貢献できることを念願とする。

筆墨商として創業
海外から⽂具・事務器の
輸⼊開始
ライオンマークの始まり

⾃社での⽂具製造開始 オフィス総合メーカーへ

1881

1980
社名変更

1792
創業

1921
設⽴

1937

1961

2008
資本業務

提携

⼤塚商会と
資本業務提携

ライオン事務器

オフィス通販サービス
「ナビリオン」開始
（2009年）

現在も販売している
フラッグシップのオフィスチェアー
「i-Beetle」発売（2005年）

2025
上場

東証スタンダード
市場へ上場

2025
上場

東証スタンダード
市場へ上場
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国内外事業所
全国15カ所に拠点を配置 国内外に５つの⼦会社

• 本社（中野区）
• ショールーム（中野区）
• ⻄新宿オフィス、東京本店（新宿区）
• 多摩営業所
• (⼦会社）ライオンロジスティクス

• ⼤阪本店（東⼤阪市）
• プレゼンテーションルーム
（中央区）

• 札幌⽀店

• 仙台⽀店

• 北関東⽀店（埼⽟県）
• ⼤利根センター

• 横浜⽀店

• 名古屋⽀店

• 広島⽀店

• 福岡⽀店

• 新潟営業所

• 滋賀センター

• (⼦会社) サンライテック

LION OFFICE PRODUCTS, INC.

福獅事務機器股份有限公司（台湾）

福獅辧公⽤品貿易 (上海)有限公司
（中国・上海）

4



02１

事業の強み・成⻑戦略

370億円

2025年9⽉期 連結売上⾼
オフィスを⽀える総合⼒
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※1︓それぞれECナビリオン売上⾼を含む
※2︓当社のカバーエリアは北区・板橋区・⼤⽥区・多摩市・横浜市等、36⾃治体

主⼒事業・収益構造

エンタープライズ事業
29.4％

⽂教事業
28.2％

販売店事業
42.4％

ユニット別事業概要と売上⾼割合※1

ECプラットフォーム 「ナビリオン」

連結売上⾼
（25/9期）

370億円

⽂具・事務⽤品・オフィス家具・事務機器

全国の販売店（⼩売店・卸売店等）
顧
客

商
品

法⼈（⼤⼿パートナーとの協業や直販）

介護・福祉施設
海外（⽶国・中国・アジア）

⽂具・事務⽤品・オフィス家具・事務機器

⾃治体・教育委員会
（⼊札にて販売※2）

公⽴⼩・中学校向けの
ICT機器や保守サービス

事務⽤品・オフィス家具・⽂教向けICT商品/サービス等を、企画から販売まで⼀気通貫で提供
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売上⾼370億円。3つの顧客接点で⽀える

370億円
連結売上⾼

⽂具・オフィス家具・ICT・保守まで
企画から販売まで、⼀気通貫で提供

※各ユニットにはEC「ナビリオン」売上⾼を含む

販売店事業
42.4%

エンタープライズ事業
29.4%

⽂教事業
28.2%
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「オフィスまるごと提案」によるワンストップソリューション推進
従来の商品単品販売のみで完結せず、

多種多様な商品・サービスを組み合わせ、オフィスに関する総合的な営業提案を推進

※提供商品・サービスの例

⽂具
事務⽤品

⽂具
事務⽤品

⽂具
事務⽤品

オフィス家具オフィス家具オフィス家具 ICTICTICT ドキュメント
ソリューション
ドキュメント
ソリューション
ドキュメント
ソリューション シュレッダーシュレッダーシュレッダー

個室ブース個室ブース個室ブース

パーティション
⼯事

パーティション
⼯事

パーティション
⼯事

空間デザイン
設計

空間デザイン
設計

空間デザイン
設計

オフィス移転オフィス移転オフィス移転

建築
⼯事
建築
⼯事
建築
⼯事

内装・造作
⼯事

内装・造作
⼯事

内装・造作
⼯事

インフラ
⼯事

インフラ
⼯事

インフラ
⼯事

空調
⼯事

（省エネ）

空調
⼯事

（省エネ）

空調
⼯事

（省エネ）LED照明
⼯事

（省エネ）

LED照明
⼯事

（省エネ）

LED照明
⼯事

（省エネ）

全てワンストップ対応

消耗品
（EC）
消耗品
（EC）
消耗品
（EC）

保守・
メンテナンス

保守・
メンテナンス

保守・
メンテナンス

オフィスまるごと提案

サービス

商品

 顧客単価上昇  顧客囲い込み

顧客の課題解決に資する提案型営業

 営業効率改善

本社ショールーム

⼤阪プレゼンテーションルーム（2024年新設）

⻄新宿オフィス（2026年移転）
8



「ナビリオン」はライオン事務器の
オフィス通販サービスです。
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<カタログ掲載点数>
約31,000点

コピー⽤紙 OA・PC消耗品 ⽂具・事務⽤品 梱包⽤品 飲料

<WEB含めた総取扱点数>
約45万点

※2026年4月現在

オフィスや仕事の現場で本当に必要とされる商品の品揃えを充実させています。

PC周辺機器 事務機器・家電 オフィス家具

・ほとんどのLION事務⽤品を購⼊可能︕
・総合カタログの5桁コードで検索可能︕

文具・事務用品

工具・作業用品介護・衛生用品

暑さ対策商品

・年2回のカタログ発刊で季節商品に対応

季節商品

害⾍駆除商品
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多彩な取扱い品⽬
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強み① オフィスの課題を「まるごと」解決

1
課題を知る

移転・レイアウト・
働き⽅の悩み

→

2
組み合わせる

家具・ICT・照明・
保守サービス

→

3
まるごと実現

設計から導⼊まで
ワンストップ

単品販売から、課題解決型の提案へ
顧客単価の向上と、継続的な関係づくりにつなげます
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提案事例︓設計から導⼊まで、まるごと受注
BEFORE AFTER

顧客ごとの課題に合わせて、⼀社で完結

空間設計 家具・ICT・照明 導⼊後サポート施⼯
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成⻑の考え⽅︓顧客接点を広げ、継続収益へ

01

顧客基盤

接点を広げる

→

02

移転・レイアウト
需要をつかむ

提案機会を増やす

→

03

EC・保守・
メンテナンス

継続収益を積み上げる

顧客数 × 顧客単価 × 継続期間 ＝ 1顧客あたり収益

＜ビジネスの継続性＞単発の販売から、⻑く続く関係へ
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強み② 「つくる⼒」×「集める⼒」

メーカー機能

約50社
⼦会社・協⼒会社（OEM）

商社機能

約600社
幅広い仕⼊先

総合カタログ 約1.8万点 EC「ナビリオン」約45万点

⾃社商品のみならず、お客様のニーズに合った提案ができる
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02２ 今期業績予想
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2026年9⽉期計画を上⽅修正

売上⾼

407.2億円

前期⽐ ＋10.0%

営業利益

14.0億円

前回計画⽐ ＋6.9%

当期純利益

9.9億円

前回計画⽐ ＋1.1%

売上・利益ともに、修正計画は前回計画を上回る

※億円未満を四捨五⼊。親会社株主に帰属する当期純利益。

前回計画⽐ ＋0.7%
前期⽐ ＋17.7% 前期⽐ ＋8.5%
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（単位︓百万円）

売上⾼・利益とも3期連続で増加。2026年9⽉期計画は売上⾼40,723百万円／営業利益1,400百万円

34,894
37,022

40,723

0

10,000

20,000

30,000

40,000

2024年9⽉期 実績 2025年9⽉期 実績 2026年9⽉期 計画

業績推移 直近2期実績と2026年9⽉期（予想）

売上⾼伸⻑率
+6.1% 

1,089

1,189

1,400

762

912
989

600

900

1,200

1,500

2024年9⽉期 実績 2025年9⽉期 実績 2026年9⽉期 計画

営業利益 当期純利益

営業利益伸⻑率
+9.2% 

売上⾼伸⻑率
+10.0% 営業利益伸⻑率

+17.7%

3Q
32,171

3Q
1,152

3Q
787

（3Qは実績） （3Qは実績）
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03
株主還元

40％配当性向 を⽬指す
今期は15円予定
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1株配当は 3円 → 5円 → 15円

15 円
2026年9⽉期 計画

利益成⻑と還元の
両⽴をめざす

中期的に
配当性向40％、
DOE３％を⽬標
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ライオン事務器を知る、3つの投資ポイント

01 234年 変化を続けてきた⽼舗企業

02 成⻑と継続 「オフィスまるごと提案」、メーカー×商社の総合⼒

03 株主還元
15円配当（今期126期）
中期的に、配当性向40％、
DOE（株主資本配当率）3％
を⽬標とします。
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本資料のお取扱いについて

本資料には、将来の⾒通しに関する記述が含まれています。これらの記述は、当該記述を作成した時点における情報に基づいて作成さ
れたものです。更に、こうした記述は、将来の結果を保証するものではなく、リスクや不確実性を内包するものでもあります。実際の結果
は環境の変化等により、⼤きく異なる可能性があることにご留意下さい。

上記の実際の結果に影響を与える要因としては、国内外の経済情勢や当社の関連する業績動向等が含まれますが、これらに限られる
ものではありません。

本資料の作成にあたり、当社は当社が⼊⼿可能な統計等第三者情報についての正確性や完全性に依拠し、前提としていますが、そ
の正確性あるいは完全性について、当社は何ら表明及び保証するものではありません。

株式会社ライオン事務器
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